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共 創

はじめに

企業等の持つ技術やノウハウ活用

区と企業等が連携し、様々な課題にチャレンジ

区民サービスの向上と地域の活性化を推進

民間企業との積極的な連携施策を実施

品川区
企業

区内で活躍する団体等

行政課題や地域課題が複雑化・多様化
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主要施策

【全国初】 aws×品川区×シフトプラス 3者共同研究の実施
aws、品川区、シフトプラスの3者で共同研究を行い、自治体における生成ＡＩ活用のモデルケースとして、さらなるDX化を加速

しながわシティラボ実証実験第1号 マチルダ11/4ステーションオープン
官民共創で社会課題の解決を目指すオープンイノベーション「しながわシティラボ」の実証実験第1号

株式会社マチルダによる「子育て家庭の食」に関する課題解決策を実施

SDGs宣言制度ステッカーデザイン決定
子どもたちに公募した「SDGs宣言制度」のステッカーデザインを、子どもたちの投票により決定

同時開催 ｢デフスポーツ&アートフェア2024」×「あつまれ！えばら」
令和7年11月に日本初開催となる「東京2025デフリンピック」認知度「120％」に向けて「デフスポーツ&アートフェア2024」と

文化的魅力を発信する「あつまれ！えばら」を同時開催

主要施策一覧
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【全国初】(1)aws×品川区×シフトプラス 3者共同研究の実施

×
民間企業の専門的な知識や技術、

ノウハウ、リソースの活用

行政だけでは得られない

多様な視点や解決策

aws、品川区、シフトプラス３者による共同研究を実施

区民サービスの効率化・質の向上へ

6月に全国初の「生成ＡＩを活用した補正予算編成」を発表

区内小中学生へのお米配布などの施策を実施

品川区 aws

品川区の「生成ＡＩを活用した補正予算編成」を受け

思惑が合致
AI領域で20年以上の実績があり、安全安心で

幅広い選択肢を提供するawsと生成AIの分野で連携

自社技術を、自治体の課題解決に活用する

モデルとして品川区との共同研究へ
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【全国初】

事務負担が多い、残業時間が多い
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【保育士退職意向の理由（複数回答／上位5項目）

（全体：n=2399）

（出典）「東京都保育士実態調査報告書」（令和5年3月公表）

事務負担軽減により

本来業務の 子どもと接する時間増 に充てたい

生成AIを保育現場で活用

園だより、会議資料、報告書、行事のプログラム等

文書作成の負担軽減

他にも、難しい言葉をやさしく言い換えるなど多様な活用

保育現場の課題 本事業実施による課題解決

（取組例）保育の質向上を目的とした、保育士向けのＡＩ研修プログラム開発

(1)aws×品川区×シフトプラス 3者共同研究の実施

AWS、シフトプラスの両者も講師として、

生成AIに関する基本的な知識と理論の解説を実施予定。

※生成AIは最新モデルの1つ 「Claude3.5 Sonnet」 を使用

令和6年12月

保育士への

研修実施
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開発するプログラム(例)

生成ＡＩを用いて難しい言葉をやさしく言い換える

例）SDGsってなに？

すべての人々にとってよりよい、より持続可能な未来を

築くための青写真です。

貧困や不平等、気候変動、環境劣化、繁栄、平和と公正な

ど、私たちが直面するグローバルな諸課題の解決を目指し

ます。SDGsの目標は相互に関連しています。

誰一人置き去りにしないために、2030年までに各目

標・ターゲットを達成することが重要です。

インターネット検索

世界中のみんなが協力して、こんなことをしようって決めたんだ

・お腹をすかせている人がいないように、みんなにごはんを。

・病気になった時に、お医者さんに診てもらえるように。

・みんなが学校に行けて、勉強できるように。

・きれいな水を飲めるように。

・動物さんや植物さんを大切にして、自然を守ろう。

・ゴミを減らして、リサイクルしよう。

これらのことをみんなで頑張ると、世界中の人たちが幸せに暮らせるんだ。

AIアシストを活用し、子どもたちにも分かりやすい言葉に変換

子どもたちの疑問に対し、子どもたちの目線、子どもたちの言葉に瞬時に変換できる

保育の質向上

(国際連合報道センターHPより)

【全国初】(1)aws×品川区×シフトプラス 3者共同研究の実施
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区民の幸福(しあわせ)

ウェルビーイングにつながる

今年5月 内閣府から にW選定SDGs未来都市 自治体SDGsモデル事業

しながわSDGｓ共創推進プラットフォーム構築

官民共創で課題解決に取り組む

オープンイノベーションとして

HPを9月に公開しながわシティラボ

モデル事業の一部

区民の不安や不満

などの「不」を解消

官民共創で

地域課題を解決

(2)しながわシティラボ実証実験第1号 マチルダ11/4ステーションオープン
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課題解決型 実証実験提案型

民間企業・大学等

しながわシティラボ

各部署からの課題提案を掲載し、社会課題の解決に資する

技術やノウハウ、アイデアなどを民間事業者から募集

①社会課題を収集

④連携・調整

②テーマとして
社会課題を発信

③テーマに
対する提案

①実証フィールド
の相談 ④連携・調整

②相談 ③実証フィールド
の提案

区各部署

株式会社マチルダによる「子育て家庭の食」に関する課題解決策

家庭料理を子育て世代に提供し、夕食における家事負担を軽減

親子で交流する時間を増やすことにつなげる

第1号は実証実験提案型

【実施期間】 令和6年11月4日(月)～令和7年1月31日(平日午後5時～8時)

【場所】 大崎駅前「夢さん橋デッキ」にテイクアウト用ステーションを展開

【区の支援】 実施場所の提供

※LINEで事前予約(クレジットカード決済)し、ステーションで日替わり家庭料理セットを

受け取り

官民共創で社会課題の解決を目指す

オープンイノベーション「しながわシティラボ」

しながわシティラボ

(2)しながわシティラボ実証実験第1号 マチルダ11/4ステーションオープン
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(3) SDGs宣言制度ステッカーデザイン決定

小澤 恵茉（おざわ・えま）さん(小学3年生)

採用デザイン

作者

作品への
思い

「まずポイ捨てがなくなる品川区になってほしくて、

ポイ捨てがなくなれば魚も海も元気になって

みんなが笑顔になる未来になると思った」

区におけるSDGs達成に資する事業者・団体等の取り組みを

募集し、周知する「SDGs宣言制度」を開始

36作品応募 → 事務局で選定した5作品の中から

子どもたちによる投票で決定

宣言事業者に配布する

ステッカーデザインを公募

（区内在住・在学の小学生） 応募期間：7月11日～8月21日

ステッカーデザイン募集 実施概要
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(4)同時開催 ｢デフスポーツ&アートフェア2024」×「あつまれ！えばら」

デフスポーツ&アートフェア2024 あつまれ！えばら

令和7年11月に日本初開催となる「東京2025デフリンピック」認知度「120％」に向けて

「デフスポーツ&アートフェア2024」と文化的魅力を発信する「あつまれ！えばら」を同時開催

認知度120％実現に向けて開催する「デフスポーツ＆アートフェア2024」

スポーツにあまり関心のない方にも興味をもってもらうため、「あつまれ！えばら」と同時開催

区民が障害者に関する理解を深め、地域で共に生きていく共生社会の実現を目指す

デフスポーツ機器体験

デフサッカー体験・デフバスケ体験

デフリンピック啓発ブース

混ざりあうアートワークショップ

手話をモチーフにした作品を制作し、アイルしながわや

東五反田工事現場の仮囲いアートを手掛けたアーティスト

門 秀彦さんと一緒に一つのアートを完成させる

「Ontenna」を無料貸出し

聴覚に障害がある方が公演を楽しめることは

もちろん、健聴者の方も「Ontenna」を通じ

て聴覚障害について理解を深め、聴覚に障害

がある方と一緒に音を楽しむことができる

実施日：11月3日(日)

スポーツ

アート

「Ontenna」を活用した

インクルーシブ公演(全ステージ)


